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被　　服

ネットワーク利用を意識したアパレル情報に関する研究
　　　　一テクスチャーの再現と着装状態について一
　　〇村上かおり　森　恵子　團野哲也（高知女大）

　【目的】インターネットを中心にネットワークを利用した情報の提供が活発になり、オン

ラインショッピングも利用され始めている。そのためにはモニタ画面で提供される情報が

正確に表示され、受信側に伝達されるかが重要な課題となる。そこで本研究では、ネット

ワーク上でのアパレル情報が正確に提供されるシステムを見いだすため、３法による画像

を試作、評価検討を行った。

　【方法】アパレル製品の画像を2次元ならびに３次元で表示した。２次元画像としてイン

ターネット上のオンラインショッピング画面で多用されているデジタルカメラの静止画

像を採用した。３次元画像としては、VRMLで記述した仮想着装画像と、人体モデリング

アニメーションツールを用いた動画画像を作成した。それらの画像をもとに、ネットワー

クで表示するという視点から視覚評価を行い、画像表示方法について考察した。

　【結果】テクスチャーの再現性では、アパレル製品の静止状態を取り込んだ２次元画像

は、光沢感、厚薄感が表現されていた。３次元画像については、３次元スキャニングし取

り込んだ画像が最もテクスチャーの再現性がよく、仮想着装画像にマッピングして表現し

た着装状態の画像でもテクスチャーが再現された。試料の３次元スキャニングにご協力い

ただいた平井愛子氏(神戸ファッション美術館)に感謝いたします。

I Ep-10　　　　　　　　　　　　　　在日韓国人青年の民族服に対する意識

　　　　　　　　　　　　奈良女大人間文化　○金　由美　　奈良女大生活環境　中川早苗

　【目的】在日韓国人は戦前・戦後日本に定着した日本社会のエスニック集団である。今回調査の対象とし

てとりあげた三世である在日韓国人青年は日本で生まれ育ち、日本の学校で日本人と同じ教育を受けてい

る為に、母国である韓国を殆ど知らず、韓国語も話せず、日本文化と韓国文化のはざまにある境界人とも

言える。本報では、今や日本が定着の地となり日本人化されつつある在日韓国人青年の民族服に対する意

識をエスニック・アイデンティティとの関連を通じて考察することを目的とする。在日韓国人青年のエス

ニック・アイデンティティや民族服に対する意識の行方を探ることは、共存共栄を目指す2 1世紀、日本

社会が在日韓国人を通して異文化を理解し、共に暮らす為に意義あることと思われる。【方法】大阪府、

京都府、兵庫県に在住する満1 8才から3 e才未満の在日韓国人青年、およそ4 0 0名を対象に、1997年

11月から1998年２月に質問紙調査を行った。エスニック・アイデンティティや民族服に対する意識につ

いて、単純集計やクロス集計をもとに平均値の差の検定、χ^検定を行った。【結果】エスニック・アイ

デンティティに関する項目では、できれば民族風の結婚式やチェサ（法事）を守りたい、韓国の文化や言

葉を知りたい、次の世代にも民族教育を受けさせたいと思っている割合が高い。また民族服に対する意識

については、和服は上品で美しく一回は着てみたいと憧れを持っているが、和服は日本民族のシンボルで

あり自分とは関係ないものであると答えた割合が高い。一方、韓服は民族の魂のシンボルとして関心を持

っており、袴りや愛着が強く、エスニック・アイデンティティとの関連も高く、民族服はエスニック集団

にとって、エスニックシンボルとして不可欠なものであることが明らかになった。
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